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Abstract 

This paper examined Shirokiya department store’s role in creating Kimono 

designs during the Meiji and Taisho period. Shirokiya, which was one of the leading 

Kimono stores in Edo, gradually adopted modern consumer culture during the Meiji 

period, modeled after Western department stores. By the end of the Meiji period, 

Shirokiya began creating new fashion trends in Kimono designs along with other 

major department stores such as Mitsukoshi. First, Shirokiya followed Mitsukoshi’s 

trend such as “Korin” or “Genroku” patterns. Then, Shirokiya launched its own 

sales campaigns such as “Kabuki” and “New Edo” patterns. These campaigns 

fostered “Edo taste” together with Mitsukoshi’s “Korin Meiji” and “New Korin style” 

patterns. Furthermore, Shirokiya actively promoted “Dynasty taste” by introducing 

“Ashide,” “Imayo Genji buri,” “Fujiwara,” and “Waka” patters. By the Taisho period, 

both “Edo taste” and “Dynasty taste” were considering important Japanese national 

taste, and Shirokiya played important role in promoting these tastes in kimono. By 

examining above mentioned, this paper clarified the role of Shirokiya in their 

contribution of promoting “Edo” and “Dynasty” tastes in Kimono designs. 

 

 

はじめに 

 

近代以降の日本女性の身体の西洋化は、洋服の着用を通じてではなく、実はまず着物の変化

を通じて受容されていった。その変化は、織物業界における機械織装置や化学染料などの西洋
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発祥の技術の導入、欧米の近代消費文化摂取による着物への「流行」導入、着物柄への西洋の

影響などが挙げられる。さらに、貴金属や宝石を用いた西洋ジュエリー文化が帯留・髪飾り・

短鎖・羽織鎖・指輪などに応用され、和洋折衷化されたジュエリーが着物と共に身につけられ

るようにもなっていった。 

 日本女性が着物を通じて欧米型の消費文化を受容していった過程については、明治から戦前

昭和にかけて百貨店が果たした役割が大きかったことが知られている。明治期以降、日本にお

いて欧米の近代消費文化の導入に大きな役割を果たし、百貨店業界を牽引してきたのは三越で

あった。その三越は、1904(M37)年の「デパートメントストーア宣言」により、当初アメリカ

式のデパートを目指したといわれる。三越は、その宣言において、「米国に行はるるデパートメ

ントストーアの一部を実現」1することにより、販売商品の種類を増加していくと述べている。

三越の創設期の経営者であった高橋義雄はワナメーカーをはじめとするアメリカの百貨店から

大きな影響を受けたこと、そして日比翁助はイギリス・ロンドンの百貨店ハロッズにそのモデ

ルを求めたと言われている2。欧米のデパートを模範とした三越などの百貨店が、その発展を目

指す過程において創出していったのが大量消費を促す装置としての「流行」であった。その三

越の流行創出に関しては、神野由紀に加えて岩淵礼治らの研究が詳しい3。さらに藤岡里圭は、

高島屋も百選会という組織を中心に「流行」を作り出していったことを明らかにしている4。日

本女性の身体の西洋化は、着物の変化から始まっていったが、その変化の重要な担い手となっ

たのは百貨店であり、彼らが生み出した「流行」であった。 

 さらに近年、百貨店が生み出した着物の流行の詳細についても研究が進んでいる。三越は、

日清戦争後の 1896(M29)年に売り出した「伊達模様」に続いて、日露戦争後の 1905(M38)年に

「元禄模様」を企画し流行柄として売り出した。これらの懐古的な流行柄は、「江戸」という「伝

統」の発見と、欧米型の大量消費文化が結びつきながら創り出されたものであり、欧米の文化

の影響を受けて再構築された近代的なものであったと議論されている5。さらに、着物の模様に

与えた尾形光琳の影響についても指摘されているが、それは「伝統と新しい西欧風のイメージ

の融合感」6が醸し出されたものだと分析されている。百貨店が生み出した着物の「流行」につ

いては、三越の研究以外にも、大正・昭和初期にかけての高島屋や松坂屋が振興した着物柄の

流行に関する研究もある7。 

 このように、着物を中心とした、明治期以降の日本女性の身体の西洋化・近代化に関する研

究は、文化史的視点からの百貨店研究や、美術史、デザイン史、服飾史の分野で進んでいる。

これらの研究の蓄積により、三越が中心となって流行させた「伊達模様」「元禄模様」「光琳模

様」を中心とする「江戸趣味」形成の詳細が明らかになりつつある。しかしながら、明治期に

三越と共に欧米の消費文化を日本に受容するのに重要な役割を果たしたとされる白木屋呉服店

8（以下、白木屋と記す）が生み出した着物の流行については、これまで十分な研究が進んでい

ない9。そこで本論文では、白木屋が創り出した着物の流行柄について、明治後半から大正期に

かけて整理を進めていきたい。これらの分析を通じて、まず白木屋が、三越などの提唱した「元

禄模様」の流行の影響を受けていたことを示し、当時の「元禄模様」の流行の広がりを理解し

ていきたい。さらに白木屋も、独自に「江戸趣味」の着物をプロデュースしていたことを考察
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し、「江戸趣味」が三越のみならず白木屋によっても展開されていたことを議論したい。最後に、

白木屋は「王朝趣味」という独自の着物柄の流行の形成を試みていたことも明らかにしていき

たい。これらを通じて、明治後半から大正期にかけて百貨店が主導した着物の流行デザインに

ついて、白木屋を中心に新たな考察を加えていく。 

 

 

1．白木屋呉服店の欧米式百貨店に向けた変遷 

 

白木屋は、近江出身の木村彦太郎可全が 1662(寛文 2)年に江戸の日本橋に小間物店を開いた

ことに始まる。その後、事業を徐々に拡大させながら、元禄時代には江戸屈指の大呉服店へと

発展していった。その店の繁栄ぶりは、安藤広重の浮世絵「名所江戸百景」にも描かれるほど

であった10。その後、江戸末期にも白木屋が江戸の街を代表する店であったことを物語るエピ

ソードがある。日米修好通商条約が結ばれた年の 1858(安政 5)年に、江戸を訪問したアメリカ

人が呉服屋訪問を願い出た際に、江戸幕府が彼らの訪問先に指定したのが白木屋であったとい

う11。 

時代が江戸から明治に移り変わる中、1866(慶応 2)年の江戸の大火で焼失した店舗を

1878(M11)年に本格的に再建した頃から、白木屋は売上を順調に伸ばし、西洋化が進む時代に

も対応していった。再建された店舗では、当時最先端のガス燈を店内照明に採用するなど時代

を先取する気風があった。当時の東京では、1878(M11)年に銀座にレンガ作りの洋風建築が完

成し、鉄道馬車が開通していた。さらに、1883(M16)年には鹿鳴館が竣工し、文明開化が進み

つつあった12。そのような時代に白木屋は、洋服部を 1886(M19)年に開設している。洋服は、

鹿鳴館の完成とともに、ごく一部の上流階級の人々の間でも着用され始めていた。さらに男性

用の洋服は、政府の大礼服制度の整備とともに、必需としてのニーズが高まりつつあった。当

時、大倉組や森村組などの商社が既に東京で洋服を扱っていたが、呉服店で最初に洋服部をお

いたのは白木屋であった。白木屋は、洋服部の責任者には当時の支配人であった神鳥半兵衛を

置き、イギリス人のミス・カーチスを雇い、裁縫の指導にあたらせた。さらに洋服の生地は英

仏の商人と直接取引を行うなど、万全の体制を敷いて販売を開始している。白木屋の洋服部は

順調に発展し、開設から 3 年後の 1889(M19)年には洋服部の裁縫工場は 200 人に上る職人を

抱えるほどであった。このように白木屋は、呉服と小間物に加えて洋服を扱うようになり、そ

の販売品目を徐々に広げていた13。 

白木屋では自社の発展のために、のちに十代目の当主となる大村和吉郎を 1887(M20)年に 8

年間にわたる留学と商業視察のために欧米に送り出している。和吉郎は、イギリスのチエルテ

ナムカレツヂに学び、修学後にイギリスのデパートで近代デパートについて研究し、1895(M28)

年に帰国した。帰国後に十代大村彦太郎を襲名した和吉郎は、その海外経験を活かしながら白

木屋の経営にあたることになった14。 

1903(M36)年に白木屋は欧米式百貨店を目指し、重要な改革を実行していった。まず、店舗

を和洋折衷の 3 階建に新築した。この店舗洋風化の試みは、他の呉服店に先駆けるものであっ
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た。店舗の一階正面中央入り口左右には、ベルギーから輸入したガラスを使った大きなショー

ウィンドウを設け、陳列人形（マネキン）を用いて販売商品を視覚的にアピールする構造を導

入した。その建物の中央には、同時代の欧米の近代建築の特徴でもある採光用のホールが設け

られ、陳列商品の視認性を意識した明るい内部構造を実現していた。新店舗の東側に接する中

庭には、鯉や金魚が泳ぐ噴水のある池が設けられ、さらにその東側には木馬やシーソーなどの

玩具を設置した遊戯室が新設された。翌年にはその一角に食堂が設けられることになった。こ

の食堂設置は、日本の百貨店で最初の試みだったと言われている。また商品の販売方法におい

ても、白木屋は 1903(M36)年に、伝統的な座売方式を廃止し、欧米の百貨店型の商品陳列方式

を採用している15。これらの販売手法は、当時の欧米諸国で大量消費文化の形成を担っていた

デパートで取り入れられていた最新鋭のものであった。同時期には、三越においても、

1895(M28)年に理事に就任した高橋義雄の指揮下において改革が進められていた。その三越は、

1900(M33)年には全館を陳列場とし、一階の一部にショーウィンドウを設けていたが16、白木

屋も、日本の百貨店の黎明期に、同様の改革を行っていた。このように、江戸時代からの長い

伝統を持つ白木屋は三越と並んで、従来の呉服店を欧米のデパートに倣って、買い物を娯楽に

する仕掛けを加えて、消費の殿堂としての百貨店化の道を歩み始めていた。 

さらに白木屋は、1911(M44)年に店舗の大増築により、売り場面積を倍にし、消費の殿堂化

を大規模に進めていった。5 層のルネサンス式高塔を備えた新店舗は、当時の百貨店としては

数々の最新式の設備を備えていた。新店舗の正面玄関には回転式のドアが設けられ、その左右

には「東京第一の大窓飾」17と称された大きなショーウィンドウが取り付けられた。さらに紺

色の詰襟に金モールの装飾がついた洋装のエレベーターボーイが運転する最新式のエレベータ

ーも設置された。このエレベーターは日本の商業施設で最初に来客用に備え付けられたものだ

ったといわれる。他にも、少女音楽隊が常設された余興場、ヘンリー式欧風休憩室や藤原式休

憩室、日本間休憩室が新設された。3 階に設置されたヘンリー式休憩室には絨毯が敷かれ、西

洋風のテーブルや椅子が配置される豪華でハイカラなものであった18。藤原式休憩室は平安時

代の雅な様式に着想を得た室内装飾で統一されながら、椅子やテーブルが配置された和洋折衷

な豪華なものであった。さらに、この時 100 名を収容する本格的な洋風食堂も設けられた。そ

の食堂では、弁当、寿司、サンドイッチなどの食事に加え、洋菓子や和菓子の数々、果物、コ

ーヒー、紅茶、サイダーなどが提供されていた。これらの空間において買い物客は着物姿で椅

子に座り、西洋的でモダンな雰囲気を体験することが出来たのだった。 

店舗で扱う商品についても、従来の呉服や毛織物、和洋小間物類、貴金属美術工芸品、靴や

鞄などに加えて、新たに「和洋家具」、「陶磁器」、「漆器」、「屏風書画」、「食糧品」、「貴金属・

時計」、「書籍」、「履物・足袋」部門が設けられることになった19。このように 1911(M44)年の

店舗の大増築の際には、欧米のデパートを意識した買い物を非日常的な空間で楽しむことがで

きる消費の娯楽化が進展していった。加えて、新たに多くの商品が扱われるようになり、呉服

店から百貨店へと、業態変化が進んでいったといえる。 

明治末期までに、三越なども近代的な百貨店への改革を着実に歩み始めていたが、白木屋も

時にはそれに先んじる改革を進めていた。この大改革の時期に白木屋の支配人を務めたのは岩
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橋謹二郎であった。岩橋は、1879(M12)年に慶應義塾を卒業後、北海道開拓事業に携わったが、

その後、福沢諭吉の紹介で海外貿易に携わる森村組に入社した。森村組では、ニューヨーク支

店に配属されることになり、その滞在中に、彼はポケプシー商業学校で学んでいる。このアメ

リカ滞在を経て帰国した岩橋は、1910(M43)年に白木屋の支配人に就任し、1912(M45)年に白

木屋朝鮮支店設立準備の出張中に亡くなるまでその任を務めた。ちなみに三越の前身である三

井呉服店で 1895(M28)年から陣頭指揮をとり、その近代化と発展に尽くした高橋義雄も同じ慶

應義塾出身であり、ニューヨークの商業学校に学んでいる20。 

このように明治期には、三越に加えて白木屋も欧米式の近代消費文化を摂取しながら百貨店

化への動きを活発に進めていた。その様子は、時には白木屋と三越が業界におけるライバルと

称されるほどであった。その関係を示すエピソードとして 1908(M38)年に東京で上演された演

劇「乳姉妹」をあげたい。菊池幽芳の小説を原作とする「乳姉妹」が 1908(M38)年に本郷座と

東京座によって上演されることになったのであるが、その際、主人公の君江の衣装を、本郷座

では白木屋が、東京座は三越が調整することになった。二つの劇団は、それぞれ本郷座が旧派、

東京座が新派であり、この二つの劇団による同演目の上演は、新旧劇の競争とも称された。そ

して、その主人公の衣裳を調整したのが当時の東京を代表する呉服店の白木屋と三越だったこ

とから、衣裳の競争、呉服店の競争と話題になったという。この白木屋調整の衣裳の文様は、

君江模様として広く流行するほどの影響力を持つことになった21。その白木屋は「三越と共に

流行の大半を創り出す」22とも言われ、明治期後半には三越と並んで、着物の流行を創造する

有力な呉服店と考えられていた。 

このように明治末期までには、白木屋においても店舗の近代化・欧風化に加えて販売品目を

拡大し、欧米のデパートを模範とする近代的な百貨店の形態を整えつつあった。その白木屋で

は、三越と同様に近代大量消費文化のエンジンともいえる流行の創造にも着手していた。その

白木屋が生み出した着物の流行について、次に白木屋が発行した PR 誌をもとに詳しく考察し

ていく。 

 

 

2．白木屋呉服店における「光琳」「元禄」「伊達」模様の販売 

 

百貨店による流行の創出については、三越が「江戸趣味」を創造し、振興していったことが

知られている。それは、三越（当時の三井呉服店）の理事であった高橋義雄が中心となって、

日清戦争後の 1896(M29)年に「伊達模様」を売り出したことに始まると言われる。その時は十

分な反響は生み出されなかったが、日露戦争後の 1904(M37)年 10 月には「光琳風裾模様」の

懸賞図案が紹介され、いわゆる「江戸趣味」の展開が本格的に始まっていく。そして 1905(M38)

年には、「元禄模様」の売り出しが行われ、それが着物のみならず多様な商品に波及する流行を

生み出すことになった。三越では、新たな模様を次々と提案し、懸賞図案を大々的に募集し、

優秀な作品を店頭や PR 誌で公開しながら、組織的にトレンドを生み出していった。さらにそ

の流行を定着させるための流行諮問研究会を組織し、美術展覧会を企画している。このように
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三越は日露戦争後に店舗をあげて「元禄模様」などを売りだし、それが大きな流行となってい

ったが、その流行は、三越を超えて振興されていたことが明らかになってきている23。 

例えば、三越が売り出した「元禄模様」創出の背景には、京都の友禅生産者との繋がりがあ

ったことが指摘されている。三越が「元禄模様」を打ち出した 1905(M38)年に、京都の友禅協

会は「伊達模様」という画題を募集していた。三越と友禅協会の関係について、加茂瑞穂は、

三越の「元禄模様」売り出しにあたり、三越が取引のあった千總を通じて京都の業界に新柄模

様の情報を提供したのではないか。それが友禅協会の主催する図案審査会のテーマに「伊達模

様」が選ばれることになったのではと分析している24。このように「元禄模様」あるいは「伊達

模様」という江戸風の模様は、三越という一つの組織を超えて、京都の業者や組織も巻き込む

広がりを見せていったことが理解できる25。 

その流行の広がりについて、白木屋も同様のトレンドを取り入れていたことを、白木屋の P 

R 誌『家庭のしるべ』に掲載された着物の柄を分析することによって確認していく。『家庭のし

るべ』は、三越の P R 誌に続いて 1904(M37)年 3 月に白木屋が自社の宣伝用に発刊した月刊誌

である。そこに掲載された流行の着物柄を観察すると、1904(M37)年 10 月以降、「光琳」、「元

禄」、「伊達」と表現される江戸風の文様が多く見られるようになっていく。以下において、三

越が「光琳風裾模様」と「元禄模様」を大々的に売り出した 1904(M37)年から 1905(M38)年に

かけての『家庭のしるべ』に掲載された着物の文様を確認してみた。（表１）これらを分析する

と、三越の売り出しに呼応するようにして、「光琳」や「元禄」を称した模様の着物を白木屋で

も売り出していることが分かった。 

この時期に流行した「元禄模様」については、その模様の定義が必ずしも明確ではなかった

と言われている。しかしながら、これらの文様は「匹田」や「鹿の子」を多用しながら、大胆

な曲線で表現される浪文、槌車、草花などをモチーフとする大柄で華美な文様だったと分析さ

れている。同時に、これらは西洋の影響を受けた新たな時代のモダンな柄であったことも指摘

されている26。これらの傾向は、『家庭のしるべ』に掲載された光琳や元禄風の模様にも見られ

る。例えば、1905(M38)年 4 月号の『家庭のしるべ』には、枝垂れ桜に槌車と浪が大胆に描か

れた小袖が掲載されている。その説明文には「槌車の中には地色の匹田、萬治寛文の面影を今

様に摧きたる伊達文様」とある。この伊達文様は、1905(M38)年に開催された友禅協会図案募

集の画題「伊達模様秋向」に呼応するものであった。この友禅協会の画題に応募された作品の

モチーフを分析した加茂は、鹿子あるいは匹田が最も使用され、ついで市松文様、波、槌車、

巴の図案が多かったと述べている27。さらに 1905(M38)年に三越が募集した「懸賞元禄図案」

の受賞作のモチーフを分析した樋口は、葵、槌車、籠、波、扇面、蝶、萩、市松、匹田、広東

縞が複数の作品に用いられたと考察している28。槌車や浪を大胆に描いた『家庭のしるべ』の

小袖は、まさに同年に三越や友禅協会が、それぞれ「元禄図案」や「伊達文様」として打ち出

した流行のモチーフであった。1905(M38)年 12 月号の『家庭のしるべ』に掲載された流行の友

禅モスリンにも「元禄式應用の匹田立浪に變りたる槌車」と説明があるように、匹田が充填さ

れた大胆な浪文と槌車が描かれている。 
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表１ 『家庭のしるべ』に掲載された「江戸趣味」模様の着物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに同月号には、市松の地に匹田を充填した大柄の巴が描かれている縮緬長襦袢が掲載さ

れている。これらも市松、匹田、巴という「伊達文様」あるいは「元禄模様」を代表するモチ

ーフを大胆にかつ華美に表現しており、三越や友禅協会が打ち出した流行が、白木屋の販売す

出典：白木屋『家庭のしるべ』1904(M37)年 10 月号から 1905(M38)年 12 月号までの各号から筆者作成。 

掲載号年月 頁数 品 種 模様の説明文 

1904(M37)10 月 n.p. 片側帯地 白茶の色糸もて光琳の菊を顕はしたる。 

1904(M37)11 月 n.p. 幽谷織丸帯 光琳式の浪を地文にして金通しに有職の鶴 

同上 n.p. 友禅縮緬 光琳式の草花をいろいろに染出したる 

1904(M37)12 月 n.p. 丸帯 亀甲の中へ光琳式の浪のいろいろを地紋に織り

たる 

同上 n.p. 友禅縮緬 光琳の紅葉牡丹菊其他秋草を写生色に染め 

1905(M38)2 月 n.p. 友禅羽二重 光琳の図を彩色摺り 

1905(M38)3 月 n.p. 友禅羽二重 光琳硯箱の文様 

1905(M38)4 月 n.p. 小袖 槌車の中には地色の匹田、萬治寛文の面影を今

様に摧きたる伊達文様 

同上 n.p. 片側帯地 光琳式金泥流しこみの蔦模様 

1905(M38)5 月 n.p. 友禅縮緬 白と紅に鹿の子に光琳の杜若 

同上 n.p. 単帯 光琳式の水に渦巻きを取り交ぜたる織文 

1905(M38)8 月 n.p. 繻珍織 切箔形に松紅葉の総ちらし（槌車 

同上 n.p. 木綿ゆかた地 槌車の文様のゆかた地 2 種掲載 

1905(M38)9 月 n.p. 丸帯 白の市松と金糸銀糸の元禄式藤の丸文様 

同上 n.p. 友禅縮緬 白ぬきの光琳式水 

1905(M38)10 月 n.p. 繻珍丸帯 元禄式丸紋を散らしたる流行柄 

同上 n.p. 友禅縮緬 古代槌車を、土耳其式に応用  

同上 n.p. 繻珍丸帯 匹田入元禄式の立浪 

1905(M38)11 月 n.p. 二重友禅 市松形に、橙色と黒、海老茶の細かき市松にて顕

はしたる元禄踊 

1905(M38)12 月 n.p. 縮緬友禅 市松の釘貫形、木の葉色の濃淡もて市松を顕は

したる蟻通し形、何れも元禄応用の地模様 

同上 n.p. 友禅 中辯慶と小辯慶を市松形にして元禄式よせ木の

輪ぬきを染出したる活発なる柄 

同上 n.p. 友禅モスリン 元禄雪輪とセピア及び紅ぼかしの牡丹に萩 

同上 n.p. 友禅モスリン 元禄式応用の匹田立浪に変わりたる槌車を配色  
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る新製品にも同時進行的に波及していたといえるだろう。 

『家庭のしるべ』では、毎号、最新の流行の情報を解説した「流行案内」という記事を掲載

していた。その記事においても、「光琳」「元禄」「伊達」模様について、この時期多く言及され

ている。いくつかの例を見ていくと、1905(M38)年 1 月号では、小袖は「栗葡萄か藍葡萄色の

類に、瀟洒と江戸裾に光琳風の文様を染め落しの三枚重ね」が流行と説明されている。さらに

長襦袢は、「焦茶、藍鼠、錆鐡の類を地色にして思ひ切つた元禄文様、所々に匹田をあしらふ」

など大変贅沢なものが流行りであると伝えている29。さらに 1905(M38)年 5 月号では、流行の

帯として「淡ヲリーブ地に伊達文様を織り出した」ものがよいと説明し、これは今年新たに織

出した最新作だと述べている30。 

このように、1904(M37)年から 1905(M38)年にかけての『家庭のしるべ』を見ていくと、三

越が振興した光琳風や元禄模様、京都の友禅協会が設定した懸賞図案の画題であった伊達模様

が、白木屋が販売する最新流行の着物の柄にも波及していたことが分かった。しかしながら、

この時期、『家庭のしるべ』に掲載された着物の流行柄には、ヌーボー式、藤原式、天平式、利

休、有職文様などもあり、光琳・元禄・伊達といった江戸風の模様以外にも、多様な柄の着物

を揃えていた点は白木屋の特徴でもあった。 

 

 

3．白木屋呉服店における「江戸趣味」の醸成と振興 

 

明治後半以降、有力な呉服店が百貨店化を進める中で、欧米型の近代消費文化を生み出す装

置として三越が良き「趣味」を創造したことは、神野の研究などによって明らかとなっている。

しかしながら、三越のライバルと目指された白木屋も、同時期に「趣味」の先導者としての自

負を持ちつつあった。白木屋は、1908(M41)年 5 月に戸川残花を意匠顧問として迎えている。

戸川は 1905(M38)年に設立された元禄会の主宰者であった。元禄会についての詳細は岩淵の研

究に詳しいが、元禄会は学者や有識者を中心とした江戸の文化を研究する会であった31。白木

屋の意匠顧問となった戸川は、1908(M41)年 6 月号の『流行』誌に「趣味と実用」という記事

を寄稿している。『流行』は、白木屋が発行する『家庭のしるべ』の後継 PR 誌である。この記

事のなかで、戸川は「呉服屋は趣味教育の學校である」と宣言している。そして「お客様が呉

服屋で、流行の着物や帯を求めらるゝのも、蔵書家が書を買ふのと同じである」と、人々が流

行の着物を消費する行動を積極的に肯定している32。さらに、同号では、白木屋の心からの願

いは、「美術と衣裳を接近」することによって「流行界に健全なる趣味を紹介」することだと述

べている33。明治末期は、日本における大量消費文化の黎明期であったが、白木屋も良き「趣

味」の創造者を自任する中で、三越のように新たな流行のテーマを設定し、懸賞図案を募集し

て大々的にセールス・キャンペーンを展開するようになっていった。 

白木屋が振興した流行のトレンドの一つが、三越が主導した「江戸趣味」であった。三越で

は、先述したように 1904(M37)年の光琳風裾模様と、1905(M38)年の「元禄模様」キャンペー

ンに続いて、1908(M41)年以降、尾形光琳を全面に出した流行模様を大々的に打ち出していっ
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た。同年、三越が尾形光琳の墓碑の写真パネルを本尊とした祭壇をしつらえた光琳祭を開催し

たのに続いて、1909(M42)年には「光琳式明治模様」の懸賞図案が募集された。同時に三越・

染工部は、光琳式明治模様の新案長襦袢の数々を提案している。店内では光琳祭が前年に続い

て開催され、「江戸趣味」が醸成されていった34。一方で白木屋も、三越に続いて独自に江戸に

まつわる流行のテーマを設定し、江戸趣味の形成に積極的に追随していくことになる。 

白木屋は、1909(M42)年に「歌舞伎模様」を打ち出した。この「歌舞伎模様」の売り出しに

際し、白木屋では、店内に昔の芝居茶屋の軒先を模した装飾を作り、天井や周囲を市松の雨障

子にし、そこに提灯や桜と山吹の造花で飾りつけ、店舗を挙げて江戸情緒を演出した。さらに

歌舞伎役者が身につけた衣裳 19点とそれにまつわる小道具を展示した展覧会も開催している。

展示作には九代目市川團十郎、五代目尾上菊五郎、初代市川左團次、四代目中村芝翫、五代目

中村芝翫、市川團蔵らの貴重な衣裳を含んでいた。加えて、これら役者の特技の名場面を写し

た写真百数十点も展示した。 

このような大々的な歌舞伎の展覧会に合わせて白木屋では、名優が身につけた歌舞伎の衣裳

の意匠を応用した友禅、帯などを「歌舞伎模様」として売り出した。その新作商品には、九代

目成田屋が正岡に扮した時に着用した打ち掛けの織物の刺繍を応用した雲立枠に、丸く意匠化

されたオウムの模様の丸帯があった。さらに新作の縮緬友禅にも、オウムの模様が描かれてい

た。その他にも、五代目尾上菊五郎の着用した弁天小僧の衣裳から着想を得た意匠の友禅縮緬、

初代市川左團次が奴智恵内を演じた際の衣裳を応用した片側帯、九代目市川團十郎が勧進帳弁

慶を演じた際の衣裳から考案した友禅縮緬なども販売された。このように、歌舞伎の衣裳に因

む模様を応用した数多くの新製品が考案され販売された。このイベントに合わせて白木屋は、

日本画家の勝田蕉琴によるポスターを制作し、歌舞伎座の食堂に掲示する力の入れようであっ

た。この時、白木屋の P R 誌『流行』には、17 ページに渡り、歌舞伎にまつわる参考展示品か

ら新製品の数々、店内のキャンペーンの様子などが掲載されており、白木屋の「歌舞伎模様」

売り出しに奮闘した様子が理解できる35。このように 1909(M42)年には、三越が「光琳式明治

模様」を、白木屋が「歌舞伎模様」を大規模なイベントとして打ち出していることがわかった。 

その後も、白木屋では 1917(T6)年 11 月に追善記念市川家歌舞伎展覧会を開催している。こ

の年は九代目市川團十郎逝去から 15 年目にあたり、帝劇と歌舞伎座の 11 月興行に九代目團十

郎第十五周年追善劇が上演された。白木屋での展覧会も、市川家、松竹の大谷竹次郎、帝劇の

山本久三郎、田村成義の賛助で、坪内逍遥、久保田米斎らを顧問に迎え、市川家に関する遺品

を集めて展示した。さらに歌舞伎座と帝劇内の白木屋売店では、追善劇と展覧会を記念した製

品が販売された36。こうして江戸趣味は、三越のみならず、白木屋の催事売り出しのイベント

によっても醸成されていったと言える。 

白木屋では「歌舞伎模様」の売り出しに続いて、1913(T2)年と 1914(T3)年に「新江戸模様」

をテーマとし、懸賞裾模様図案を募集した。白木屋が提案した「新江戸模様」は、「江戸趣味の

溌剌として生動する中に」、「新趣味の燦然として光彩を添ふ様」を目指したもので、「江戸趣味」

と「新趣味」の調和と融合を求めた模様とされた。さらに、白木屋の説明によると、「江戸趣味」

とは、外国文化の輸入がない「鎖国太平の長き世に発達練磨」したものであるため「純日本趣
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味の結晶」であるとしている37。さらに、もう一つの特徴として、奈良・平安時代の貴族中心の

文藝が、江戸時代には平民の間でも栄えることになったことによる、「平民」性を挙げている。

この純日本的であり平民的である「江戸趣味」を、「日本趣味完成期となすべし」とも述べてい

る。しかしながら、長きにわたる江戸時代の趣味には、慶長・寛永期の素朴、貞享元禄の妖艶、

宝暦の華奢、文化・文政の繊寂、という時代ごとの多様な特徴があることにも言及している。

応募作品の意匠は、各時代の特徴を捉えることも可能あるが、江戸全期を総括した気分を取り

込むことも可能と説明された38。三越が発信した「江戸」について、岩淵は、「時期も階層も限

定のない、感覚的なイメージ」なものであったと分析している39。白木屋が提案した「江戸」の

イメージも、このように多様なイメージを内包する感覚的なものだったのではないだろうか。 

「新江戸趣味」の、もう一方のテーマの「新趣味」に関しては、外国から流入した世界趣味と

している。そして、それらは日本の図案界にも影響を与えた「ヌーボー式、セセツション式、

マルホーフ式、キユウビズム」など「其時其年に於ける最新趣味」であるとも説明している。

そして「江戸趣味」と「新趣味」を併せた「新江戸模様」は、「此新趣味の時流を酌み、而も我

純固有趣味との調和を失はしめず現時の最新嗜好に適合した物」で「真に現代流行界の粋と申

しても決して過言ではない」と宣伝しているように、多分に和洋折衷化されたものであった40。 

白木屋の「新江戸模様」に示されたように、大正期に入っても「江戸趣味」の流行は継続し

ていった。しかしながら、大正期に入ると「江戸趣味」には、西洋の新たな芸術運動の影響が

顕著に加わり、デザインの和洋折衷化が進んでいった。この傾向は、三越が提案する流行柄に

も同様に見られた。三越では、1915(T4)年に「新光琳式模様」を提案し、懸賞裾模様を募集し

た。その当選作の意匠を分析した玉蟲は、「江戸とヨーロッパという異なった斤力に引っ張られ

た状態の」「バタ臭い日本風」41と分析している。このように白木屋と三越は、大正期に入り、

それぞれ「新江戸模様」と「新光琳式模様」の提案を通じて、西洋の芸術運動を積極的に取り

込んだ新しいデザインとしての「江戸趣味」を展開していくことにもなった。 

このように明治後半から大正期に流行した「江戸趣味」は、日本固有の優れた芸術や文化を

基礎としながら、欧米の芸術の新潮流の影響を受けた、新たな時代に相応しい流行の柄として

流布していった。これまでの研究では、三越による「江戸趣味」形成過程が明らかとなってい

たが、このように白木屋も「歌舞伎模様」や「新江戸模様」などを打ち出すことによって、新

たな時代の流行としての「江戸趣味」の醸成に寄与していたと言えるだろう。そして「江戸趣

味」という言葉は、大正期には一種の流行とさえ言われるようになっていったが、その背景に

は三越に加えて白木屋などの他の百貨店による流行振興があったといえる42。 

 

 

4．白木屋呉服店における「王朝趣味」提唱 

 

「江戸趣味」の展開において白木屋は三越に追随する形であったが、一方で白木屋が独自に

仕掛けた着物の流行トレンドもあった。その一つが、平安時代の貴族文化を基盤とする「王朝

趣味」であった。 
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最初に白木屋が本格的に提唱した「王朝趣味」の形成に結びつく流行柄のテーマは、

1908(M41)年に発表された「蘆手模様」だった。蘆手とは、平安時代に始まった、貴族が和歌

を書くためのひらがなを装飾的に変化させていった中で生まれた書体である43。白木屋では、

平安朝に流行した蘆手模様を復活し、着物の模様に呼応する和歌などを、装飾的な文字で描い

て意匠化したものを「蘆手模様」として 4 月に売り出した。白木屋では、この模様を応用した

裾模様・江戸裾模様・江戸褄模様の着物、帯地、半襟、前掛、帯揚、浴衣の数々に加えて、男

性用のネクタイなども発売した。この売り出しに際して、店内には六歌仙をモデルにした陳列

人形（マネキン）を用意して、新製品を発表した。六歌仙のマネキンには、それぞれ上流夫人

向、令嬢向、歌妓向、茶汲女向、町家の妻女向、町家娘向の、蘆手模様を応用した最新の衣裳

を着せて展示し評判となった。また白木屋では、鏑木清方、勝田蕉琴、鈴木華邨、上村松園な

どの画家に美人画の制作を依頼し、店内に展示している。これらの画家たちが描いた美人画に

は、実際に白木屋が売り出した蘆手模様の着物が描かれていた。そして、顧客は、その美人画

に描かれた衣裳を購入することも可能だったという。美人画の絵画作品の他にも、大倉喜八郎

（鶴彦）、角田竹冷、下田歌子、林田雲梯などの文化人・知識人が蘆手で描いた和歌、俳句、狂

歌、短歌の書も店内に展示され、売り出しのキャンペーンを盛り上げた。春の売り出しに続い

て、秋には蘆手応用裾模様の懸賞募集も実施されることになった。このように白木屋では半年

以上に渡り、蘆手模様キャンペーンの企画を次々と計画し、大規模に売り出しを図っていった

44。 

1910(M43)年には「今様源氏振」というテーマで、春と秋の 2 回にわたって懸賞裾模様図案

の募集が実施された。この懸賞図案は、源氏振に因む「瀟酒」「濃艶」「粋」「高雅」「雄大」「優

美」という６つの題から考案することが求められた。春と秋の募集に対して、それぞれ 2,000

点をこえる応募作品が寄せられる盛況ぶりであったという。実際の当選作の意匠を見ていくと、

源氏車、竹、花籠、花菱、若菜、源氏扇、野分、浮船、藤、葵、源氏貝など、源氏物語に因む

モチーフが多いことがわかる45。白木屋によると、源氏模様は、「平安時代、禁廷の衣服調度に

用ひられました極高尚の模様の式や、或は江戸時代奥向の模様の式によりまして、更に當今の

進歩したる考案を加へて當店の案出しました模様」であると説明された。そして当選作図案に

ついて、「重ね貝に花桐、根笹等を品よくあしらひ、又は、源氏風の花籠とか七寶に菊とか、箙

の梅」などのモチーフが、高尚な色で、雅味ある構図で描かれているのが特徴だとしている。

そして、この年の流行について、「昨秋以来非常に變りまして光琳風のものも餘り用ひられず、

益々高尚になりました折とて、當店の案出にかゝる源氏模様は、衣裳模様の方面のみならず、

友禅に、帯地に悉く應用されまして、多大の好評を博し、模様界に大勢力を示して居ります」

と喧伝している46。 

さらに白木屋では、1911(M44)年と 1912(M45)年の 2 年間にわたって「藤原式模様」と銘打

った懸賞裾模様図案の募集をおこなった。白木屋は「藤原式模様」を優婉流麗な趣を持つ「純

日本における純日本式の模様」で最も調和を得たものと説明した。そして藤原時代は、中国・

唐朝の芸術を日本に同化して、新たに独特の典型を生み出して、高雅優美な国民性を発揮した

時代と解説している。そしてこの時代の芸術は、意匠が巧みを極め、配色美をほしいままにし、
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人をうっとりとさせる艶麗な「王朝趣味」に酔わせるものだと言っている47。このように、「王

朝趣味」は、先述の「江戸趣味」と並んで、「純日本」趣味の極みと理解された。白木屋では、

1911(M44)年の店舗大増築の際に、休憩室の一つを藤原式デザインで装飾したことも、白木屋

が「王朝趣味」を推していたことがわかる。 

その後、1917(T6)年には「和歌模様」に因む裾模様の懸賞図案を募集した。その模様につい

て、単に万葉集、古今和歌集、新古今和歌集の日本古来の代表的な歌集にとどまらず、明治か

ら大正にかけての新しい和歌を含めたすべての歌風の特徴から着想を得て図案に応用すること

が望まれると説明された。そして懸賞模様の審査結果の講評として、応募作の図案には「高雅、

清粋、華麗、豊満、あらゆる意気の新模様」が制作されたと自負した上で、「國民思想に投合せ

る國粋発揮の権化」として世間に推薦して誇りうる優秀作を選出できたと述べている48。この

「國民思想に投合せる國粋発揮の権化」という一文からも、「王朝趣味」が、「江戸趣味」と並

ぶ、日本を代表する伝統的な趣味として紹介されていたことがわかる。 

この白木屋が「江戸趣味」と並んで推していた「王朝趣味」の解釈について、笹川臨風の著

書をもとに紹介していきたい。笹川は、江戸の文化に詳しい評論家として当時活躍していた人

物であった。笹川は、白木屋の意匠顧問でもあった戸川残花が主宰する元禄会の第 2 回に参加

し、元禄文化について報告をしている。笹川は、三越の「流行研究会」にも参加し、松屋の「今

様会」が 1925(T14)年に専門家を招いて発足させた「顧問会」のメンバーでもあった49。さら

に、1932(S7)年には白木屋の流行研究会「染織白美会」にも加わっている50。このように笹川

は、百貨店が生み出す流行の中心に位置した人物の一人であった。1918(T7)年に出版された著

書において笹川は、「王朝趣味」も「江戸趣味」も、「国民的自覚」の上に成り立ったものであ

り、両者ともに日本の国民趣味を代表する重要な文化であることを指摘している。その二つの

文化は、「王朝趣味」の担い手が平安朝文化を創った「貴族」であった一方で、「江戸趣味」の

担い手が「平民」であったと解説している。そして、それぞれの文化の主な担い手の違いが、

両者の特徴の違いを生み出しているとしている。さらに「王朝趣味」は、推古朝以後奈良朝の

間に伝わった隋や唐の時代の絢爛な文化が、国民的自覚によって平安朝の文化となり生み出さ

れたものだと説明している51。このように、「王朝趣味」は、当時「江戸趣味」と並んで重要な

国民的趣味という解釈がなされていた。そして白木屋は、「蘆手模様」「今様源氏振」「藤原式模

様」「和歌模様」のプロモーションを通じて「王朝趣味」の流行を担う主要な存在であったとも

言えるだろう。しかしながら、これらの流行柄は、江戸や平安の時代の復興を謳ったものであ

りながら、欧米式の近代消費文化を基盤とする流行の形成を規準として、新たな時代に再構築

されたものでもあった。 

 

 

おわりに 

 

本論文を通じて、白木屋が、明治後半から大正期にかけて着物の流行形成に寄与した過程に

ついて明らかにしてきた。明治期後半には、三越や白木屋が西洋消費文化を取り入れながら百
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貨店化していく過程で、大量消費を促す装置としての流行を、まず呉服を通じて形成していっ

た。三越が日露戦争後の 1904(M37)年に「光琳風裾模様」の懸賞図案を募集し、翌年に「元禄

模様」を売り出すようになっていくなか、白木屋もその流行に追随するように「光琳」「元禄」

「伊達」と表現される江戸風の文様の着物を売り出していった。このことから、三越が主導し

た「江戸趣味」の流行は、三越以外の百貨店にも波及し、白木屋もその流行に乗じていたこと

が理解できた。 

白木屋が本格的に和服の流行創造に乗り出していったのは 1908(M41)年以降であるが、この

年の 5 月には元禄会の主宰者であった戸川残花を意匠顧問として迎えている。これ以降、白木

屋も「趣味」創造の担い手を自認し、流行の着物柄を提唱し、大々的にキャンペーンを打ち出

すようになっていった52。とりわけ三越が生み出した「江戸趣味」については、白木屋も独自の

キャンペーンを実施して、その流行拡大に寄与していった。例えば、三越が光琳祭を開催し、

「光琳式明治模様」の懸賞結果を発表した 1909(M42)年に、白木屋は「歌舞伎模様」のキャン

ペーンを打ち出している。このキャンペーンでは、当時を代表する歌舞伎役者の貴重な衣裳や

小道具、歌舞伎の写真数百点を展示した大規模な展覧会を同時に開催している。そして展示さ

れた衣裳から着想を得た「歌舞伎模様」の着物の数々を売り出した。このように明治末期には、

三越のみならず白木屋も「江戸趣味」の流行柄の着物の売り出しを、多彩なイベントを実施し

て展開していった。しかしながら、これらの百貨店が創り出した「江戸趣味」は、単なる前時

代の復興ではなく、実際には西洋の思想的・芸術的な影響を受けたモダンなものであった。と

りわけ大正期始めに提唱された「新江戸模様」は、西洋から流入したアール・ヌーボー、セセ

ッション、マルホフ、キュビズムなどの影響を積極的に取り入れることが目指された。そして、

これら流行の着物柄を通じて、西洋の流行を受けた意匠が徐々に着物に取り入れられていくこ

とにもなった。 

さらに白木屋は「江戸趣味」に加えて、「王朝趣味」という独自の着物柄の流行を作り出そう

としていた。白木屋における「王朝趣味」のプロモーションとしては、1908(M41)年に実施し

た「蘆手模様」、1910(M43)年の「今様源氏振」、1911(M44)年から 1912(M45)年にわたって続

いた「藤原式模様」、1917(T6)年の「和歌模様」が挙げられる。とりわけ「蘆手模様」の売り出

しでは、鏑木清方、勝田蕉琴、鈴木華邨、上村松園など当時の著名な画家たちが、白木屋のた

めに蘆手模様を応用した柄の着物を身に纏った美人画を描いて宣伝活動を盛り上げた。そして、

これらの美人画に描かれた着物と連動した新製品が発売されたり、大倉喜八郎や下田歌子らが

蘆手で描いた作品の展示会が催されたりした。このように、「王朝趣味」の展開においても、当

時の著名な芸術家や知識人を動員した大規模な販売キャンペーンを実施していた。平安時代の

貴族文化を基盤とした「王朝趣味」は、やがて「江戸趣味」と並んで日本を代表する国民的趣

味とさえ考えられるようになり、当時の流行に影響を与えることになった。今回は、「王朝趣味」

の具体的な意匠についての考察が十分におこなえなかったが、それについては今後の課題とし

たい。本論文では、当時の着物の流行形成の一端を、白木屋も三越などの百貨店と共に担って

いたことが理解できた。そして、白木屋は、三越が主導した「江戸趣味」の流行に寄与しなが

ら、「王朝趣味」という新たなトレンド発信も積極的に展開していたことが明らかとなった。 
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